
市長と話そう！
令和６年度 市政懇談会
～あつやトーク～

令和６年５月

夕張市



本日お話しする内容

○ 「地デジ広報」はじめました

○ 市外線デマンド交通

○ 夕張高校魅力化の取組報告

○ 商工業活性化に向けて

○ 「小中一貫教育」本格スタート！など



【総務企画課】

「地デジ広報」
はじめました



地デジ広報

これまで

市ホームページ

市公式X（旧Twitter）

Yahoo!防災情報

・パソコン、スマホの利用が難しい方への対応
・広報車の音が聞こえない、聞き逃しの発生

広報車

令和６年４月８日以降

市ホームページ

市公式X（旧Twitter）

Yahoo!防災情報

広報車

地デジ広報 （新）これまでの情報発信の課題

【災害時の主な情報発信方法】

エックス

ヤフー

ツイッター



地デジ広報

【「地デジ広報」とは？】

スマホやパソコンは使いま
せん！

無料で視聴可能です！

北海道文化放送（UHB）が提供する、自治体情報をテレビで配信するサービスです。

テレビで自治体の情報をリアル
タイムに見られます！

テレビで
見られる

無料
スマホ・パソ
コンが不要

スマホやパソコンなどのデジタル機器をお持ちでない方やデジタル機器の操作に不安のある方に
特におすすめです。

【特徴】

こういう特徴があるので…

一度に表示できる記事の件数や文字数に制限があるため、概要のみの配信になる場合があります。



地デジ広報

【夕張市の発信する情報】

２．市内で開催されるイベント情報

３．安全に関する緊急情報 ※緊急時には優先的に発信

市からは3種類の情報を発信します。

市ホームページリニューアル、プレミアムチケットの販売、大型ごみの回収
日程、住宅に関する4つの補助金紹介、広報ゆうばり掲載記事の募集

幸福の黄色いハンカチ想い出ひろばと特別展示、
夕張市石炭博物館の開館と特別企画展

１．特に市民の皆様の生活に関する行政情報

火災情報、熊の出没情報

※上記の発信例は4/8から5/7までの発信実績に基づきます。記載されて
いるもの以外の情報も今後発信していく予定です。



地デジ広報

【「地デジ広報」の視聴方法①】

リモコンの「8」を押して、テレビのチャンネルを８ｃｈ（ＵＨＢ）に合わせます。

手順

０１
手順

０2
手順

０3
手順

０4



地デジ広報

【「地デジ広報」の視聴方法②】

リモコンの「ｄボタン」を押します。

手順

０１
手順

０2
手順

０3
手順

０4



地デジ広報

【「地デジ広報」の視聴方法③】

画面が上のように切り替わったら、リモコンの「上ボタン」や「下ボタン」を押して、
四角いオレンジ色の枠を「地デジ広報」に合わせて、「決定ボタン」を押します。

手順

０１
手順

０2
手順

０3
手順

０4

オレンジ色の枠を
地デジ広報に



地デジ広報

【「地デジ広報」の視聴方法④】

リモコンの「上ボタン」や「下ボタン」を押して、画面の四角い緑色の枠を見たい記
事の見出しに合わせると、左下に表示される記事が切り替わります。

手順

０１
手順

０2
手順

０3
手順

０4

記事の見出し

記事の内容



地デジ広報

【おねがい】

大規模災害などの発生時には、市で対応方針を決定次第、避難情報などを配
信していきますので、発災後も地デジ広報の定期的なご視聴をぜひよろしく
お願いします。

今後、市としても皆さまのお役に立てる情報を配信していきますので、起床・
帰宅・ちょっとした休憩などのタイミングでテレビをつけた際に、地デジ広報
に少し目を通してみる習慣を作っていただければ幸いです。

地デジ広報の視聴方法は、今回の資料の
ほか、広報ゆうばり2024年4月号14
ページ、市ホームページ、UHBが
Youtube上で公開する動画でも紹介さ
れています。 市ホームページ

「地デジ広報を配信中」
Youtube

「地デジ広報サービス
使い方ビデオ2023」



【地域振興課】

市外線デマンド交通



市外線デマンド交通について

令和５年９月末で夕鉄バスの市外路線廃止

令和５年１０月より市が実施主体となり
市外線デマンド交通を実証運行として開始

令和６年４月１日より市外線デマンド交通の
本格運行開始



市外線デマンド交通について

○市外線デマンド交通の概要

・運行区域 夕張市～栗山町～長沼町
乗降場所は市が定める場所

・運行本数 夕張発 １日４便 長沼発 １日４便

（１）夕張市発 ①便 夕張市発 6：30→栗山町発 7：50→長沼町着 8：15 定員24名
②便 夕張市発 8：05→栗山町発 9：25→長沼町着 9：50 定員 9名
③便 夕張市発13：10→栗山町発14：30→長沼町着14：55 定員24名
④便 夕張市発16：45→栗山町発18：05→長沼町着18：30 定員 9名

（２）長沼町発 ①便 長沼町発 9：15→栗山町発 9：40→夕張市着11：00 定員24名
②便 長沼町発11：10→栗山町発11：35→夕張市着12：55 定員 9名
③便 長沼町発15：15→栗山町発15：40→夕張市着17：00 定員24名
④便 長沼町発18：45→栗山町発19：10→夕張市着20：30 定員 9名



市外線デマンド交通について

・利用料金 片道６００円
（路線バスと同様に一定の基準に該当する方は半額300円）

・利用方法

（１）事前に市に利用者登録票の提出

（２）利用者登録の提出後、電話にて乗車予約
※乗車予約は、乗車する日の３ヶ月前から前日の１６時まで

・利用できる方

（１）市民の方で市内から市外への移動、または市外から市内へ移動する方

（２）市民以外の方で、市に来訪する方



市外線デマンド交通について

○令和５年１０月から令和６年３月までの

実証運行の状況について

・利用人数は延２，２３４名
・デマンド交通全体の運行率は５９.１％

・便ごとの運行率

夕張発①便 ９４．０％ 夕張発②便 ８１．４％
夕張発③便 ５０．３％ 夕張発④便 ８．２％

長沼発①便 ６．６％ 長沼発②便 ６８．３％
長沼発③便 ９６．２％ 長沼発④便 ６７．８％



市外線デマンド交通について

○市外線デマンド交通アンケート調査の実施
今年２月に市外線デマンド交通の利用者登録をされている方にアンケート
調査を実施しました。

アンケート結果の概要

・市外線デマンド交通を１回でも利用されたことはありますか。

利用した １５０ ４３.０％

利用していない １９９ ５７.０%

合 計 ３４９ １００％

・利用された方への質問

栗山町 ９４ ４８.２%

岩見沢市 ２４ １２.３%

長沼町 １６ ８.２％

札幌市 ５５ ２８.２%

その他 ６ ３.１%

合 計 １９５ １００％

①主な
行先

②利用
目的

通院 １３０ ７２.２%

通学・通勤 ３ １.７%

買い物 １６ ８.９％

娯楽・交友 １６ ８.９%

その他 １５ ８.３%

合 計 １８０ １００％



市外線デマンド交通について

アンケート結果の概要

・利用されていない方への質問

利用機会がなかったから １４４ ４７.５%

料金が高いから １ ０.３%

予約が面倒だから １８ ５.９％

利用方法がよくわからないから ３２ １０.６%

栗山町、または長沼町で乗換えしなければならないから ４７ １５.５%

このデマンド交通が通らない地区に住んでいて、乗ることがで
きないから

１ ０.３％

利用したい時間の運行がないから １７ ５.７%

このデマンド交通の行先には、行きたい場所がないから １８ ５.９%

その他 ２５ ８.３%

合 計 ３０３ １００％

利用していない理由



市外線デマンド交通について

アンケート結果の概要

・市外線デマンド交通についての総合的な評価

満足している ４３ １３.１%

おおむね満足 ７６ ２３.１%

どちらでもない ３４ １０.３％

やや不満 ２０ ６.１%

不満 ３３ １０.０%

利用しないのでわからない １２３ ３７.４%

合 計 ３２９ １００％

○アンケートの主なご意見

・大谷地、新札幌までの直通便がほしい。（乗換が不便）

・当日の予約も受付けて欲しい。

・栗山町のマックスバリュー付近で乗降できるようにしてほしい。

・南部、真谷地地区との接続を良くしてほしい。



市外線デマンド交通について

○実証運行開始から現在まで市外線デマンド交通の
改善を行ったこと

①令和６年１月１日～

・栗山町の乗降場所の追加「継立付近」と「栗山役場入口」

②令和６年５月１日～

・真谷地地区を市外線デマンド交通の運行区域に追加
「６区集会場付近」と「６区旧バス停付近」及び
「市街地旧バス停付近」

・栗山町の乗降場所の追加
「栗山中学校入口付近」と「朝日３丁目付近」

・南部地区の方を市外デマンド夕張発①便に「りすた」から
接続するため、「南部地区タクシー乗車代金補助制度の開始」



【地域振興課】

夕張高校魅力化の取組報告



夕張高校魅力化事業

①地域みらい留学による市外生徒の募集

②市外生徒受入に伴う寮の整備

令和５年度の取組

１



都道府県の枠を超えて地域の学校に入学し、

充実した高校生活を過ごすこと。

本市は に参画

広報ゆうばり令和５年９月号に掲載

夕張高校魅力化事業(地域みらい留学による市外生徒の募集)

２

地域みらい留学とは



令和６年度は地域みらい留学を通して埼玉県から１名入学

合同説明会 北海道参画校

面談の様子

〇オンライン合同説明会

26名が夕張高校へ入学（令和５年度は15名）

オンライン説明会の様子

３

〇合同説明会(東京)令和５年９月23日(土)～24日(日)

16組の保護者・生徒と面談

〇個別相談会令和５年12月12日(月)

市外中学生(1名)とのオンライン交流
オンライン説明会実施日 テーマ 参加人数

令和５年７月１２日(水) 北海道特集 ２８名

令和５年７月２２日(土) 特長的・探究的な学び ５名

令和５年７月２２日(土) 地域みらい留学の青春 １０名

令和５年７月２３日(日) ６分間事業説明会 ８名

令和５年８月２６日(土) 地域みらい留学の青春 １１名

令和５年８月２６日(土) 特長的・探究的な学び ９名

令和５年８月２７日(日) ６分間事業説明会 ９名

令和５年９月１５日(水) エリア別特集！
北海道の学校

１４名

令和５年１０月１７日(火) 地域での活動 ４名

市外中学生との
オンライン交流

夕張高校魅力化事業(地域みらい留学による市外生徒の募集)

地域みらい留学による広報活動



空き家を活用した寮による受け入れ環境を整備

夕張高校魅力化事業(市外生徒受入に伴う寮の整備)

４

高校周辺MAP

＼高校から徒歩5分！／

寮について
・定員10名（男子6名、女子4名）
・食事は3食提供
・全室 Wi-Fi 完備
・ハウスコーディネーターが
生活をサポート！

女子寮

男子寮

市外生徒受入に向けた環境整備



女子寮 内装

男子寮 内装

５

夕張高校魅力化事業(市外生徒受入に伴う寮の整備)

市外生徒受入に向けた環境整備



夕張高校魅力化事業(市外生徒受入に伴う寮の整備)

７

メディア掲載記事



８

夕張高校魅力化事業(市外生徒受入に伴う寮の整備)

パンフレット



【地域振興課】

商工業活性化に向けて



市内工業団地の未利用地活用に向けた取り組みについて

本町

富野

南部

真谷地

楓･登川

滝ノ上

若菜

清水沢

沼ノ沢

①

●工業団地の現状

① 清水沢団地 133,368㎡
② 清水沢第２団地 58,035㎡
③ 夕張緑陽団地 79,924㎡
④ 夕張団地 100,512㎡
⑤ 第２夕張団地 48,171㎡

面積 計 420,010㎡

団地数：５（南清水沢・沼ノ沢・紅葉山）
課 題：用地について、全て民間所有（23社）

となっているが、未利用や遊休地化
している区画が存在

紅葉山

⑤

②

③

④

●工業団地の今後の取り組み

・所有企業に対する状況調査（企業訪問）の実施
・需要(企業誘致)に対応できる事業用地のデータベース化
・関係機関と連携した企業誘致情報の収集

未利用地の積極的活用に向けたマッチング（企業誘致活動）
を行い、市内商工業のさらなる活性化を目指す



市内商工業の活性化について

●市内商工業の課題について

・市内商店、企業及び飲食店の相次ぐ閉鎖、閉店
・価格高騰によるコスト増、購買意欲の低下
・人材不足による事業停滞、衰退
・人口減少による利用減

●市内商工業の活性化に向けた具体的案

・商工会議所と連携した事業者相談（事業再開、継承、新規事業、規模拡大など）
・市内、市外でのイベント及び商談機会創出における後方支援
・資格取得支援補助、創業支援補助の実施
・国の交付金によるプレミアムチケット事業の実施
・市内事業者、商工会議所、市の連携強化による市内商工業活性化に向けた企画立案

市民の皆さんの豊かな生活基盤構築のため、
市内商工業の活性化を推進していきます

市内商工業の課題 ≒ 市民の生活においても重要課題



【市民の皆さまへ】 【市内で事業を営む皆さまへ】



【教育委員会】

「小中一貫教育」本格スタート！
など



「小中一貫教育」の本格実施、暑さ対策、他 【教育委員会】

１．『小中一貫教育』が始まりました。

◇なぜ小中一貫教育を導入するのか？・・・

□この「目指す１５歳の姿」を、夕張の小学校と中学校の先生方全員が強くイメージして、
９年間を通した教育活動に取り組みます。

◇具体的な取り組み内容は？・・・

９年間、同じ学級で過ごす児童生徒たちが、系統性のある学びを通して確かな学力や体

力を身に付けてほしい。より深い絆で結ばれ、違いを認め合い、いじめなど起こらず、いつま

でも仲がよく楽しい学校生活を送ってほしい。

【目指す１５歳の姿】

『ふるさと夕張に誇りをもち、他者と協働しながら学びに向かい、新たな価値を創造する生徒』

□合同授業の実施（体育や音楽など）

□小学校６年生の中学校校舎での１日体験

□小学校の児童会と中学校の生徒会の交流

□９年間を通した一貫性のある授業スタイルや学習規律の確立 □先生方の合同研修 など

◇小中一貫教育の実施で何を目指すのか？・・・

そして、小中一貫教育を核に幼児段階から高校卒業まで、「つなぐ学び」の充実につとめます！



３．11月１日は『夕張市教育の日』

◇『夕張市教育の日』とは
〇家庭、学校、地域社会及び行政などが一体となって教育に関する理解と関心を高め、市民の皆さん

が子どもたちに対する教育について考え、語り合い、行動するきっかけとしていただく日です。

〇１１月１日の前後２週間程度を「『夕張市教育の日』関連週間」と位置付け、協賛行事等を行います。

◇なぜ11月１日を、『夕張市教育の日』と制定したのか？
〇戦後の昭和２３(1948)年１１月１日に都道府県教育委員会が発足しました。

〇文部科学省は文化の日(11月3日)をはさむ１１月１日から７日を「教育・文化習慣」と定め、その期間中、
大人も子どもも楽しく学び、地域の大人と子どもたちが触れ合うイベントなどが全国で開催されています。

〇北海道では、平成１８（2006)年に、１１月１日を「北海道教育の日」として制定しました。その後、国内、

道内の多くの自治体においても、１１月１日をそれぞれの自治体の「教育の日」として制定しており、夕張

市も同様に制定することといたしました。

２．暑さ対策
昨年の８月下旬、北海道でも３５度以上の猛暑日が連日発生しました。

夕張市においては、午前中で下校時間を繰り上げるなどの措置を取りまし
たが、今年度は次のような対策を行います。

①小・中学校の各教室へのエアコン設置

②夏休みの日数増～３０日間に。（夏冬合わせて５６日以内）

③熱中症警戒アラートによる、外で行う授業の制限。 など



ご清聴ありがとうございました。

Ｆｉｎ．


